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HAKUTO SHOBO Coming Soon BOOK NEWS

知財活用/イノベーション	 1月中旬配本予定	 初ご案内

暗黙の知財同盟
イノベーションの継続と収益化を両立する特許活用戦略
後藤吉正（名城大学学術研究支援センター顧問）・玄場公規（法政大学大学院教授） 
浅井明（東北大学特任教授）・栄藤 稔（順天堂大学医学研究科客員教授） 著

　知的財産権のビジネスにおける重要性は、企業経営者や実務者、また産業や科学技術の政策関係者

も広く認識しており、書籍や研究論文なども多く刊行されてきた。しかしこれまで、日本企業の多くは、

イノベーション創出で先行し、多数の有力特許権を取得しているにもかかわらず、他社に対する競争

優位を確立できていない。また、知的財産権による収益獲得の具体的スキームは、各企業内に閉じた

機密情報として扱われ、広く共有されているとは言い難い。

　そのような状況の中で、本書はこれまでほとんど提示されてこなかった、企業や国のイノベーショ

ンの収益化、更には、イノベーション創出において知的財産権をどのように活用するべきかを具体的

に明らかにする。ビジネスエコシステムにおけるステークホルダー間の関係に着目し、経営戦略に組

み込んだ知財の活用戦略を提案する。

　すなわち必須特許保有企業が協調し（これを本書では「暗黙の知財同盟」と呼ぶ）、競合他社の参入を阻止

するスキームを初めて提示。これによって、企業がイノベーションへの歩みを止めることなく、創出

されたイノベーションを確実に収益化する構造を、インクジェットプリンタや白色LEDなどの具体的

な事例で、詳細に解説していく。

　企業の知財担当者はもちろん、特許戦略を知財部門に一任し、単純な独占排他権の行使のみに終始

しているために、せっかくのイノベーションの成果をうまく収益化できない状況にある企業の経営者

にこそ、是非本書を手に取っていただきたい。特許権の活用を経営者レベルで考えることの重要性が

分かるはずだ。

978-4-561-26785-0　C3034　/　A5 判並製　234 頁　/　3000 円＋税（予価）
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おすすめ

目次（仮）

プロローグ	─	知的財産権は収益に貢献するか？
第１章　イノベーションを収益化する知的財産戦略
第２章　インクジェットプリンタにおける暗黙の知

的財産同盟
第３章　DVDドライブにおける暗黙の知財同盟：

DVDプレーヤーとDVDドライブの比較事
例研究

第４章　白色LEDにおける知的財産同盟
第5章　携帯電話GSMにおける排他的企業連合
第6章　暗黙の知的財産同盟の実践
エピローグ－知的財産マネジメントの未来のために
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データサイエンス	 1月中旬配本予定	 初ご案内

ビジネス・データサイエンス入門
データ分析業務の自動化とデータサイエンティストのリスキリング
喜田昌樹（滋賀大学教授）著

　ビッグデータやテキストマイニング、ＡＩなどの活用が経営の巧拙を左右するようになっており、

その活用を支えるデータサイエンティストの重要性が高まっている。

　データサイエンティストには、単にデータ解析ソフトを使いこなす能力が必要なだけではなく、分

析の設計をしたり、そこで得られたデータを解釈するために、マネジメントの知識やノウハウが欠か

せない。すなわち経営戦略やマーケティングなどの理解が欠かせない。

　本書は、かねてから経営学を踏まえたデータ活用手法に関する著作を刊行してきた著者が、さまざ

まな経営分野における業務特化型AIの作り方を指南、意思決定への貢献を目指す。既刊と同様、マネ

ジメントでの応用を踏まえ、ツールの使い方を解説している。学生のテキストとして企画されたが、

この分野に関心を持つビジネスパーソンにも貢献するだろう。

978-4-561-24788-3　C3034　/　A5判並製　322頁　/　3364円＋税

今月の広告出稿
日刊工業新聞9/29

図解インド経済大全
978-4-561-92306-0　定価（3636円＋税）

経済大国インドの機会と挑戦
978-4-561-96141-3　定価（4545円＋税）

日刊工業新聞10/31
人と組織がいきる倫理マネジメント
978-4-561-26784-3　定価（2727円＋税）

理論とケースで学ぶ企業倫理入門
978-4-561-25749-3　定価（2727円＋税）

UP10月号

リサーチ・クエスチョンの作り方と育て方
978-4-561-26782-9　定価（2727円＋税）

因果過程追跡の基礎
978-4-561-26783-6　定価（1818円＋税）
など

おすすめ

目次（仮）

第１章　ビジネス・データサイエンスとは
第２章　ビジネスの理解（経営課題の発見）に必要

な経営学の知識
第３章　データサイエンスの前提条件１：基幹系シ

ステムとデータマネジメント
第４章　データサイエンスの前提条件２：データの

理解と準備
第５章　モデリングと対応する経営課題
第６章　リスクマネジメント

第７章　顧客行動を理解し、予測する：需要予測と
チャーン・マネジメント

第８章　より効率的な顧客ターゲッティングを行い
たい

第９章　売上が伸びる仕組みを構築したい：店舗設
計とレコメンドシステム

第10章　非構造化データを扱う：テキストマイニ
ングの活用
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『組織衰退のメカニズム』が2022年度日本経営学会賞（著者部門）受賞！ 
重版出来！

　松尾健治（大阪公立大学准教授）著『組織衰退のメカニズム』（2022年刊）が、

2022年度日本経営学会賞（著書部門）を受賞しました。

　本書は、鐘紡が戦後衰退し、最後には破綻した過程を、膨大な社内資料や当

事者の証言から解像度高く描き出し、組織衰退のメカニズムを明らかにします。

　受賞前から高い評判を得ていた本書、ロングセラーとなることが期待されま

す。必備化をご検討ください！

978-4-561-26763-8　C3034　A5版上製　492頁　定価（5454円＋税）

その他受賞作
国際戦略経営研究学会学会賞（著書部門）

個人と組織 不適合のダイナミクス
978-4-561-26776-8　定価（3091円＋税）

ご案内済み書籍の配本・刊行スケジュール   10/15時点	※定価表記がないものは予価、またタイトルも仮題
配本済み

* 脱炭素物流
978-4-561-76232-4　定価（2500円＋税）
** 経済大国インドの機会と挑戦
978-4-561-96141-3　定価（4545円＋税）

持続可能な社会のための消費者行動（旧題：持続可能な貿
易とフェアトレード商品）
978-4-561-65248-9　定価（2273円＋税）
越境協働の経営学
978-4-561-26771-3　定価（5091円＋税）

間もなく配本
** 非営利組織会計の基礎知識

〔10 月中旬→ 10 月下旬〕
978-4-561-35232-7　2727円＋税

* 人と組織がいきる倫理マネジメント（旧題：企業倫理と
従業員）〔10 月中旬→ 10 月下旬〕
978-4-561-26784-3　2727円＋税

現実世界と対話する経済学〔10 月下旬→ 11 月中旬〕
978-4-561-96142-0　5636円＋税

次号以降の配本・刊行
フランス会計の歴史と制度〔10 月下旬→ 12 月下旬〕
978-4-561-36233-3　3636円＋税

*は「平積み推奨」、**は「特に平積み推奨」
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挟み込み３枚目の一覧注文書でご注文を！

① < 行為システム > の新展開（仮）
加藤俊彦・佐々木将
人	編著
A5判上製
208頁
予価（3500円＋税）
978-4-561-16187-5
2023年11月刊行予定

②行為の経営学  
経営学における意図せざる結果の探究

沼上	幹	著
A5判上製　296頁
定価（3300円＋税）
978-4-561-15126-5
2000年３月刊
【９刷製作中、出来
次第出荷】

③業界革新のダイナミズム 
	デジタル化と写真ビジネスの変革

兒玉公一郎	著
A5判上製　440頁
定価（6100円＋税）
978-4-561-26741-6
2020年２月刊行
【2020年度日本経営学会賞
受賞作（著書部門）研究奨励
賞、2021年度（第37回）組
織学会高宮賞（著書部門）な
ど４賞受賞】

④贈与と売買の混在する交換 
中小企業M&Aにおける経営者の葛藤とその
解消プロセス	

古瀬公博	著
A5判上製　312頁
定価（4600円＋税）
978-4-561-26581-8
2011年12月刊行
【平成25年度組織学会高宮
賞（著書部門）、平成24年
度中小企業研究奨励賞	経営
部門	本賞受賞】	

定量分析でない経営学
　大量のサンプルを定量的に分析する仮説検証型の研究方法

のみが適切な経験的研究だという〈変数システム〉中心主義が

経営学でも大宗を占める状況が続いています。これに対し沼

上幹氏（早稲田大学教授・一橋大学名誉教授）は、行為主体（アクター

とも言われます）による意思をもった行為と複数の行為主体の相

互依存関係や、複合的な影響による結果の連鎖の考察を中心

に据える方法論、すなわち〈行為システム〉に基づくマネジメ

ント研究の方法論を提示しました。①『<行為システム>の経
営学の展開』は、沼上氏の一橋大学退職を記念し、この方法論

をめぐる議論を踏まえ、彼の薫陶を受けた研究者たちが、経

営学のあり方を論じています。

　②『行為の経営学』で、沼上氏がそのような考え方をまとまっ

た形で提示しました。現実の経営に役に立つという目的も持

つ経営学がどのような学問であるべきか、から考えを進めて

います。定量的な分析から導かれた、すなわち変数システム

に基づく法則の限界を明らかにしながら、企業の経営者たち

にとって、現状を反省的に考察するきっかけとなる間接経営

戦略を提示します。そして、これらの多様な側面を整理統合

した行為システム観に基づく「行為の経営学」を打ち立ててい

ます。

　以降では、①に寄稿していて、弊社から単著を刊行してい

る執筆者の著作を紹介します。

　③『業界革新のダイナミズム』は、写真のデジタル化とＤＰ

Ｅショップ（ラボ）を取り上げ、劇的なイノベーションが既存

業界を襲った典型的な例である個々のプレーヤーの行為、プ

レーヤー間の関係、ミクロの行為の集積としてのマクロ現象、

のそれぞれについて丁寧に分析を行います。結果として、企

業を成功に導くための単なる法則やパターンの提示ではなく、

ベストプラクティスでもなく、より現実の意思決定の現場の

感覚に即した懸命なプレ－ヤーたちの行動、また業界の変容

のダイナミクスを描き出します。私たちの社会というものを

「読む」能力の構築につながります。

　④『贈与と売買の混在する交換』は、後継者問題の解決策と

して近年注目の高まる中小企業M&Aを扱っています。しかし

それは、選択肢ではあるものの、経営者にとってわが子のよ

うな会社を売ることは容易ではありません。経営者が葛藤を

抱えつつM&Aに取り組む現場では、M&A のイメージを覆す

複雑で人間味あふれる取引が成立しており、感情の込められ

た財はどのように売られていくのかを明らかにします。

ロングセラーの深層
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